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全公演、終了いたしました。

chevron_right






	



2022-08-01


【大阪公演】イベント開催時における感染防止策のチェックリスト
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INTRODUCTIONイントロダクション

作：ルーシー・カークウッド

×

演出：加藤拓也

１２人の女性の手に委ねられた少女の命。

大胆かつスリリングに！残酷なほど正直に！

女性たちは自分自身と少女に向き合っていく。

真実なのか、虚偽なのか…。

すべては頭上に広がる「天空」が知っている…

英国の若手劇作家ルーシー・カークウッドの新作として、

コロナ禍直前の２０２０年１月末に英国ナショナルシアターにて開幕。

ロックダウンで中止になるまでの限られた上演でしたが、

サスペンスフルに展開する物語は大喝采を浴びました。

一人の殺人犯の少女と、陪審員となった市井の１２人の女性たち。

猥雑で力強いエネルギーと笑いにも彩られながら、

男性支配社会に生きた18世紀半ばの女性たちの姿が浮き彫りに…。

気鋭の加藤拓也が初の翻訳戯曲演出に挑み、卓越した力を誇る俳優陣が激突！

演劇ならではの魅力に溢れた時間をお届けします！



 



STORYあらすじ

1759年、英国の東部サフォークの田舎町。

人々が75年に一度天空に舞い戻ってくるという彗星を待ちわびる中、

一人の少女サリー(大原櫻子)が殺人罪で絞首刑を宣告される。

しかし、彼女は妊娠を主張。妊娠している罪人は死刑だけは免れることができるのだ。

その真偽を判定するため、妊娠経験のある12人の女性たちが陪審員として集められた。

これまで21人の出産を経験した者、流産ばかりで子供がいない者、早く結論を出して家事に戻りたい者、生死を決める審議への参加に戸惑う者など、その顔ぶれはさまざま。

その中に、なんとかサリーに公正な扱いを受けさせようと心を砕く助産婦エリザベス(吉田羊)の姿があった。

サリーは本当に妊娠しているのか？　それとも死刑から逃れようと嘘をついているのか？

なぜエリザベスは、殺人犯サリーを助けようとしているのか…。

法廷の外では、血に飢えた暴徒が処刑を求める雄叫びを上げ、そして…。






STAFFスタッフ
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<作>ルーシー・カークウッド

Lucy Ann Kirkwood

プロフィール




ルーシー・カークウッド

Lucy Ann Kirkwood

1983年10月生まれ。ロンドン東部で育ったイギリス演劇界期待の若手劇作家・脚本家。エディンバラ大学で英文学の学位を取得。

2005年、初の戯曲『Grady Hot Potato』を上演。

その才能を広く知らしめたのは、2013年5月に英国ロンドンのアルメイダ劇場、8月にウエスト・エンドに進出した戯曲『チャイメリカ（原題：CHIMERICA）』である。

1989年の天安門事件で、天安門広場で戦車の前に立ちはだかった男(通称：タンクマン)の軌跡をたどりながら、米国と中国が象徴する過去と現代が抱える問題を追究した意欲作で、2014年ローレンス・オリヴィエ賞最優秀作品賞を受賞。この作品は、日本でも2019年に栗山民也演出で上演された。続く、2016年11月に英国ロイヤルコートシアターにて戯曲『チルドレン(原題：THE CHILDREN)』を発表。人類が地球に対して犯してきた過ちをえぐり出し、人類は未来の子供たちのために何をすべきなのか、、、という壮大なテーマを、ウィットにあふれた日常会話を通じて浮かび上がらせた。ブロードウェイでも上演された本作は、2018年第72回トニー賞で、BESTPLAY（演劇作品賞）と助演女優賞の2部門にノミネートされ、カークウッドの注目度が世界的に高まった。本作は、『チャイメリカ』に先立って、栗山民也演出で2018年9月に日本初演が実現。本作の演出で、栗山民也は2019年読売演劇大賞・大賞と最優秀演出家賞に輝いた。

本作『ザ・ウェルキン（原題：THE WELKIN）』は、英国ナショナルシアターに書き下ろし、2020年１月22日に開幕。半年の上演が予定され人気を呼んでいたがコロナによるロックダウンに伴い、残念ながら上演取り止めとなった。
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<演出>加藤拓也

プロフィール




加藤拓也

1993年12月26日生まれ。大阪府出身。

17歳でラジオ・テレビの構成作家として活動開始。18歳でイタリアに渡り、映像演出について学ぶ。帰国後、20歳で「劇団た組」を立ち上げ、若い劇団ながら、一躍注目の劇団へと躍り出る。劇団では、小川洋子の小説『博士の愛した数式』、押見修造の漫画『惡の華』の舞台化の他、『在庫に限りはありますが』、『今日もわからないうちに』、『誰にも知られず死ぬ朝』などの書き下ろしを上演。2020年以降、三島由紀夫没後50周年企画『ＭＩＳＨＩＭＡ2020』(日生劇場)での『真夏の死』、シス・カンパニー公演『たむらさん』作・演出、『友達』上演台本・演出等の外部演劇活動の他、エッセイ連載など活動の幅を広げている。

また、映像分野での注目も加速度を増し、脚本を担当したドラマ『俺のスカート、どこ行った？』、『不甲斐ないこの感性を愛してる』、『死にたい夜にかぎって』、『お茶にごす。』等が大きな話題を集めた。その着眼点の斬新さと台詞術が驚きを与えたNHKよるドラ『きれいのくに』（2021年放映/4話では演出も担当）脚本で、20代作家としては初めて「第10回市川森一脚本賞」を受賞した。最近の作・演出舞台に、2021年『ぽに』、2022年『もはやしずか』がある。また、2022年6月公開の映画『わたし達はおとな』では脚本・監督を務めている。






翻訳・・・・・・・・徐賀世子

美術・・・・・・・・伊藤雅子

照明・・・・・・・・勝柴次朗

衣装・・・・・・・・前田文子

音響・・・・・・・・・加藤温

ヘアメイク・・・・・佐藤裕子

ステージング・・・小野寺修二

舞台監督・・・・・・・芳谷研

プロデューサー・・・北村明子






CASTキャスト
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吉田羊
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大原櫻子
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長谷川稀世
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梅沢昌代
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那須佐代子
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峯村リエ
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明星真由美
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那須凜
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西尾まり
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豊田エリー
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土井ケイト
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富山えり子
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恒松祐里
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土屋佑壱
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田村健太郎
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神津優花
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段田安則<声の出演>
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MOVIES動画

	
公演ダイジェスト






	
衣装合わせの様子






	
八嶋智人の稽古場突撃訪問！






	
戯曲を読んだ女優の皆さんの感想






	
小野寺修二さんによるワークショップ






	
稽古が始まった今の心境






	
稽古初日の様子






	
PR動画






	
ポスター撮影風景














企画・製作：シス・カンパニー



東京公演

提携：Bunkamura



大阪公演

運営協力：サンライズプロモーション大阪



お問合せ

シス・カンパニー

TEL：03-5423-5906　

(平日11:00～19:00)
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